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土
木

・
建
築
物
、
プ
ラ
ン
ト
な
ど
の
大
型
機
器

，
構
造
物
か
ら

エ
レ
ク
ト

ロ
エ
ク

ス
部
品
、
さ
ら
に
最
近
で
は
、

マ
イ
ク

ロ

・
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
サ
イ
ズ
の
様
々
な
材
料

シ
ス
テ
ム
を
も
対
象
と
し
、
検
査
し
た
い
も
の
を
壊
さ
ず
に
知
り
た
い
情
報
を
捕
ら

え
る
技
術
が
非
破
醸
検
査
で
あ
る
。
非
破
壊
検
査
は
主
に
材
料
表
面
も
し
く
は
内
部

の
ひ
び
割
れ
等
を
検
査
す
る
欠
陥
検
査
と
、
材
料
の
硬
さ
等
を
評
価
す
る
材
質
評
価

に
大
別
さ
れ
、
安
全
で
安
心
な
社
会
を
持
続
す
る
上
で
、
欠
／ゝ

」
と
の
で
き
な
い
存

在
と
な

っ
て
い
る
。

■
Ｘ
線
で
新
時
代

１
８

９

５
年

（
明

治

２８

年
）
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
が
発
見

し
た
不
透
明
体
を
透
通
す
る

エ
ッ
ク
ス
線
は
、
生
体
内
部

の
透
過
写
真
を
撮
影
す
る
た

め
に
医
学
分
野
で
利
用
さ
れ

た
。
指
輸
を
は
め
た
婦
人
の

エ
ッ
ク
ス
線
写
真
は
大
変
有

名
で
あ
る
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
は

こ
の
功
績
に
よ
り
１
９
０
１

年

（
明
治
３４
年
）
に
第
１
回

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞

し
て
お
り
、
こ
の
エ
ッ
ク
ス

線
の
発
見
は
近
代
非
破
壊
検

査
の
幕
開
け
と
い
え
よ
う
。

現
在
で
は
、
医
用
、
工
業
用

坂
　
真
澄

の
視
覚
的
な
診
断

・
検
査
に

利

用
さ

れ
る

に
と

ど
ま

ら

ず
、
ひ
ず
み
の
測
定
、
応
力

の
評
価
や
、
元
素
分
析
等
、

エ
ッ
ク
ス
線
は
各
種
非
破
嬢

検
査
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
、
現
在
広
く
普
及
し

て
い
る
超
音
波
探
傷
法
は
音

竣
を

利

用
す

る
も

の

で
あ

り
、
そ
の
原
理
は
第
二
次
世

界
大
戦

（
１
９
３
９
～
１
９

４
５
年
）
時
に
潜
水
艦
を
発

見
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
た

ソ
ナ
ー
技
術
の
原
理
と
同
じ

で
あ
る
。
ま
た
私
た
ち
は
古

く
か
ら
ス
イ
カ
を
た
た
い
た

音
で
熟
れ
具
合
を
判
断
し
て

い
る
が
、
こ
れ
も
非
破
壊
検

査
と
い
え
よ
う

（
図
１
）
。

超
音
波
探
傷
法
で
は
可
舶
青

よ
り
も
高
い
周
波
数
の
音
波

を

鉄
鋼

等

の
回
体
材

料

に

徳
掘
さ
せ
る
点
に
特
徴
が
あ

り
、
欠
陥
等
か
ら
の
反
射
波

を
収
録
し
て
こ
れ
を
解
析
す
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図 1音 を用いる身近な非破壊検査

る
。
音
波
を
扱
う
学
問
分
野

は

音
響

学
と

分
類

さ
れ

る

が
、
音
響
学
の
名
著
ク
向
ず
ｏ

ｏ
母

焦

∽
ｏ
”ヨ
殊
は
朝
に

１
８
７
７
年
に
Ｍ

ａ
ｃ
ｍ
ｉ

ｌ
ｌ

ａ
■
よ
り
初
版
が
出
版

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
書

の
著
者
で
あ
る
レ
ー
リ
ー
は

１
９
０
４
年

（
明
治
３７
年
）

に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受

寅

（
音
波
関
連
で
は
な
く
、

「
気
体
の
密
度
に
関
す
る
研

究
、
お
よ
び
こ
の
研
究
に
よ

り
成
さ
れ
た
ア
ル
ゴ
ン
の
発

見

」
に

よ
る

も

の

で
あ

っ

た

）
し

て
お
り

、
と
り
わ

け
、
初
期
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理

学
生
受
箕
者
に
非
破
壊
検
査

と
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
が
多

い
こ
と
等
、
非
破
壊
検
査
の

発
展
の
歴
史
は
大
変
興
味
深

い

（図
２
）
。

■
物
理
現
象
利
用

現
在
の
超
音
波
探
傷
法
は

装
置
も
高
度
化
し
、
医
療
、

工
業
の
様
々
な
分
野
で
大
い

に
活
用
さ
れ
る
と
共
に
、
最

近
で
は
電
子
的
に
広
い
領
域

を
高
速
に
ス
キ

ャ
ン
で
き
る

フ

ェ
ー
ズ
ド
ア
レ
イ
手
法
等

も
使
用
さ
れ
る
に
至

っ
て
い

る
。こ

れ
以
外
に
も
実
に
様
々

な
非
破
壊
検
査
手
法
が
存
在

す
る
が
、
い
ず
れ
も
物
理
現

象
を
上
手
く
利
用
し
て
い
る

点

に
特
徴

が
あ

る

。
例

え

は
、
非
接
恕
、
か
つ
高
速
度

に
非
破
壊
検
査
が
行
え
る
手

法
と
し
て
様
々
な
分
野
で
利

用
さ
れ
て
い
る
渦
流
探
傷
法

は
、
電
磁
誘
導
現
象
を
利
用

す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

表
面
開
口
欠
陥
を
検
出
す
る

の
に
好
適
な
浸
透
探
傷
法
は

毛

管
現

象
を
利

用

し

て

い

る
。非

破
壊
校
査
技
術
は
、
接

触
型
、
非
接
触
型
、
媒
質
を

使
用
す
る
も
の
、
経
質
を
使

用
し
な
い
も
の
等
、
種
々
の

工
夫
が
な
さ
れ
て
お
り
、
対

象
物
や
適
用
条
件
に
応
じ
て

通
す
る
も
の
を
選
定
す
る
必

要
が
あ
る
。
破
壊
力
学
に
基

づ
く

健
全
性

評

価
が

あ

る

が
、
そ
の
運
用
に
は
ひ
び
割

れ
の
大
き
さ
を
知
る
こ
と
が

前
提
と
な
り
、
非
破
壊
検
査

は
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
非
破
壊
検
査
の
流
れ
は

欠
陥
の
検
出
の
み
か
ら
評
価

へ
と
発
展
し
て
き
て
お
り
、

最
近
で
は
、
運
転
を
止
め
て

実
施
す
る
定
期
検
査
等
か
ら

稼
働
中
に
状
態
を
監
視
す
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術
に
注
目

が
集
ま

っ
て
き
て
い
る
。

産
業
と
し
て
の
非
破
嬢
検

査
の
現
在
の
国
内
市
場
規
模

は
非
破
壊
検
査
業
１
５
０
０

億
円
、
放
射
線
検
査
機
器
３

０
０
億
円
、
超
音
波
検
査
機

器
１
０
０
億
円
、
掲
流
校
査

機
器
４０
億
円
、
そ
の
他
機
器

９０
億
円
、
合
計
で
年
間
２
０

３
０
億
円
程
度
と
い
う
算
定

が
あ
る
。
こ
の
市
場
規
模

は
、
我
が
国
の
安
全
に
関
す

る
ク
指
標
夕
の

一
つ
と
考
え
ら

れ
、
安
全
で
安
心
な
社
会
を

存
続
し
て
い
く
上
で
は
、
社

会
の
発
展
と
共
に
非
破
壊
検

査
の
市
場
規
模
が
拡
大
す
る

こ
と
が
健
全
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。■

増
す
重
要
性

安
全
性
に
関
す
る
取
り
組

み
に
関
し
て
、
韓
国
で
は
、

非
破
壊
検
査
技
術
の
振
興
と

研
究
開
発
を
促
進
し
て
技
術

競
争
力
を
高
め
、
産
業
活
動

で
効
率
的
に
活
用
し
、
国
民

の
安
全
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て

「
非
破
壊
検
査

技
術
の
振
興
及
び
管
理
に
関

す
る
法
律
」
が
既
に
０５
年
３

月
に
制
定
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。
我
が
国
に
お
い
て

も
国
民
の
安
全
を
さ
ら
に
積

極
的
に
築
一く
た
め
に
次
世
代

非

破
壊

検
査

の
布
石

と

な

る
、
拡
充
指
針
に
つ
い
て
考

え

る

べ
き
時
機

が
来

て

い

る
。非

破
壊
検
査
は
安
全
で
安

心
な
社
会
を
持
続
す
る
上
で

ク
縁
の
下
の
力
持
ち
ク
の
よ
う

な
存
在
で
あ
る
。
経
済
的
な

損
失
の
み
な
ら
ず
、
時
に
は

大
切
な
人
命
を
も
脅
か
す
大

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

非
破
壊
校
査
が
担
う
役
割
は

大
き
い
。
非
破
壊
検
査
の
重

要
性
が
よ
り
広
く
社
会
に
認

識
さ
れ
、
適
切
に
運
用
さ
れ

続
け
る
こ
と
が
真
に
大
切
で

あ
る
。

欠
陥
検
出
か
ら
評
価
・監
視

ヘ

安
全
性
確
保

広
が
る
用
途
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